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名
付
け
ら
れ
た
と
云
う
逸
話
も
あ
る
。

地
方
史
研
究
家
の
説
に
依
る
と
、
古
く
は
『
加
勢
」
『
加
瀬
』
『
河
瀬
』
『
嘉

瀬
』
と
色
々
な
漢
字
で
書
か
れ
て
、
現
在
の
嘉
瀬
に
落
着
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、

漢
字
の
意
味
か
ら
解
釈
す
る
と

づ
加
勢
と
は
、
す
べ
て
の
万
物
を
助
け
、
勢
を
増
し
と
あ
り
ま
す
。

くｊ二
加
瀬
と
は
水
が
浅
く
浦
く
激
し
い
流
れ
を
大
き
く
す
る
と
の
意
味
。

くｊ三
河
瀬
と
は
河
川
の
水
が
浅
く
、
澄
ん
で
い
て
、
流
水
の
急
な
、
激
し

く

い
所
の
意
味
。

ｊ四
嘉
瀬
と
は
、
川
の
水
が
浅
く
、
青
く
清
く
澄
み
、
流
れ
が
急
で
、
喜
こ

く

ぶ
と
い
震
っ
こ
と
。

村
（
邑
）
の
呼
び
方
は
同
じ
で
あ
る
が
、
漢
字
の
違
い
に
よ
っ
て
、
意
味
が
変

う
と

化
す
る
と
は
、
慾
に
解
い
せ
な
い
。
往
時
の
人
々
は
、
浅
学
で
、
漢
字
に
疎
い
の

で
、
勝
手
に
漢
字
を
応
用
し
た
に
通
い
な
い
と
愚
想
す
る
が
、
往
昔
時
代
に
邑
人

が
邑
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
た
に
違
い
な
い
。

嘉
瀬
の
語
原
に
、
色
々
な
諸
説
が
あ
る
が
、
嘉
瀬
と
云
う
土
地
の
名
は
、
私
か

ら
云
わ
し
む
れ
ば
、
嘉
瀬
光
明
宗
範
の
『
名
字
』
を
取
っ
て
付
け
た
。
古
い
開
村

の
土
地
の
名
前
で
あ
る
こ
と
に
確
信
す
、
伝
々
語
り
伝
ら
ら
れ
て
き
た
言
語
を
、

嘉
瀬
の
語
源
と
し
た
い
。

。
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記
録
に
現
わ
れ
た
の
は
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
年
）
の
津
軽
知
行
之
帳
の
田

舎
郡
の
新
田
『
嘉
清
村
」
と
し
て
高
五
五
・
八
一
石
と
記
さ
れ
、
寛
文
四
年
（
一

六
六
四
年
）
の
高
辻
帳
に
三
七
七
名
と
あ
り
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
の
検

地
帳
に
『
嘉
瀬
村
』
と
書
か
れ
、
田
方
一
四
八
町
九
反
七
畝
二
二
歩
、
畑
方
三
四

町
一
畝
二
七
歩
、
・
田
畑
屋
敷
合
せ
て
一
八
二
町
九
反
九
畝
一
九
歩
、
村
高
一
二
五

一
・
二
七
石
、
一
畝
一
四
歩
の
蔵
屋
敷
が
あ
り
、
漆
木
五
八
木
、
除
地
と
し
て
八

幡
社
地
一
町
一
畝
四
歩
、
薬
師
堂
地
三
畝
六
歩
が
あ
る
。

と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
『
末
々
田
畑
可
致
開
発
場
所
」
と
し
て
一
八
七
町
九

反
二
歩
が
あ
っ
た
。
と
書
留
め
ら
れ
て
あ
る
点
か
ら
み
て
も
、
嘉
瀬
は
開
発
可
能

な
る
地
域
で
あ
っ
た
事
は
う
な
づ
け
る
。

『
嘉
瀬
』
も
『
嘉
勢
』
も
、
第
一
集
折
込
図
『
加
瀬
城
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る

『
加
勢
』
に
し
て
も
四
○
○
年
前
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
開
け
た
邑

（
む
ら
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
や
は
り
ア
イ
ヌ
語
の
『
丘
が
広
い
』
と
い
う
意
味
の

『
カ
セ
』
が
語
源
と
し
て
は
一
番
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
の
『
嘉
瀬
』
に
し
る
嘉
清
・
嘉
勢
・
加
勢
と
い
う
文
字
は
、
『
カ
セ
（
広

い
丘
）
』
の
発
音
を
後
年
文
字
で
記
録
す
る
こ
ろ
か
ら
漢
字
に
よ
り
当
て
は
め
て

書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
無
意
味
な
当
字
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
の
人
々

の
切
な
る
希
い
を
込
め
て
、
水
の
清
い
、
勢
い
よ
く
発
展
し
て
ゆ
く
村
の
姿
を
望

ん
だ
も
の
と
思
い
ま
す
。

約
三
四
○
年
前
の
津
軽
知
行
高
之
帳
に
『
嘉
消
村
』
の
名
が
出
る
以
前
に
伝
承

と
し
て
は
、
そ
れ
よ
り
七
四
年
前
の
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
年
）
に
嘉
瀬
八
幡
宮

が
再
建
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
ろ
。

元
姐
二
年
と
言
え
ば
大
浦
為
信
が
謀
反
を
起
し
て
石
川
城
（
現
弘
前
市
石
川
）

の
南
部
高
信
を
攻
め
減
し
た
年
で
あ
り
、
当
地
方
は
、
ま
だ
為
信
の
支
配
Ｆ
に
な

●■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｔ
ｒ
ｕ
引
刈
Ⅱ
■
川
凶
Ⅱ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
‐
■
■
■
叩
胃
Ｊ
Ｒ
乱
田
■
。
Ｃ
■
句
Ｔ
４
ｑ
ｑ
ｄ
Ｉ
ｉ
Ｅ
■
ｑ
ｑ
Ｏ
■
■
１
１
！
‐
１
１
１
１
１
１

－37－

I







例
え
ば
谷
の
中
に
位
置
Ⅱ
谷
中

森
に
囲
ま
れ
る
位
世
Ⅱ
森
内

海
で
魚
が
と
れ
る
位
置
Ⅱ
豊
海

山
の
中
に
位
笹
Ⅱ
山
中

神
の
住
む
位
置
Ⅱ
神
庄

川
の
端
に
位
置
Ⅱ
川
端

沼
地
の
端
に
位
置
Ⅱ
沼
津

柳
が
三
本
あ
る
位
置
Ⅱ
一
二
本
柳

と
い
う
古
代
の
集
落
の
個
称
は
、
邑
の
位
置
す
る
自
然
環
境
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
る

丘

臆

か
せ

よ
う
に
な
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
『
汝
、
何
処
の
誰
だ
ぱ
』
が
『
嘉
瀬

八
重
だ
』
と
個
祢
で
応
答
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
前
九
年
の
役
（
永
承
六
年
、
西
暦
一
○
五
一
年
）
後
三
年
の
役
の
、
源
‐

氏
が
奥
州
を
攻
め
た
時
代
に
下
る
と
、
一
門
の
武
将
と
も
な
る
と
、
『
奥
州
有
間

の
庄
、
嘉
瀬
の
住
人
、
嘉
瀬
三
郎
正
敏
見
参
と
か
、
出
身
地
の
名
を
名
字
に
減

い
て
、
名
字
を
嘉
瀬
と
す
る
例
も
あ
り
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
。

鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
、
津
軽
に
も
、
鎌
倉
御
家
人
に
よ
る
地
頭
衆
が
統
治
す
る

に
及
ん
で
、
地
頭
の
名
を
冠
し
た
村
名
や
、
豪
族
に
の
し
あ
が
づ
た
治
領
者
の
名

が
村
名
に
、
ま
た
開
村
の
先
駆
者
名
を
村
名
と
し
た
こ
と
も
考
え
れ
ば
、
村
の
成

立
過
程
の
変
遷
に
よ
っ
て
変
り
、
村
名
の
語
源
は
、
発
生
成
立
す
る
因
子
に
よ
っ

て
一
様
で
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

津
軽
に
流
刑
者
、
移
住
者
、
時
の
権
力
者
が
派
遣
す
る
統
治
者
が
他
国
か
ら
流

入
す
る
こ
と
が
繁
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
津
軽
も
開
発
が
進
み
、
様
々
な
地
名
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津
軽
は
他
国
民
が
流
入
し
た
混
血
の
た
ま
り
場
の
果

藩
政
も
中
期
に
入
っ
て
、
津
軽
の
湿
原
の
開
拓
も
進
行
し
て
、
原
野
の
中
に
新

し
い
村
々
が
開
村
さ
れ
、
何
々
孤
立
、
新
地
○
○
村
が
誕
生
。
津
軽
の
石
高
（
生

産
量
）
が
大
巾
に
ア
ッ
プ
し
て
く
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
津
軽
の
各
村
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
の
変
遷
に
し
た
が
つ

っ
て
成
立
、
村
名
も
そ
れ
な
り
に
附
さ
れ
た
歴
史
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
私

▲
う
オ
サ

は
『
嘉
瀬
』
の
村
名
が
、
時
の
地
頭
、
村
長
、
豪
族
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も

の
で
な
く
、
嘉
瀬
の
集
落
が
所
在
す
る
位
置
と
、
そ
の
生
活
環
境
か
ら
、
ア
イ
ヌ

が
付
け
た
名
前
で
も
な
く
、
私
達
の
祖
先
で
あ
る
、
東
日
流
夷
人
が
、
側
然
の

恵
み
に
富
み
、
清
き
水
の
得
ら
れ
る
所
に
感
謝
し
て
『
カ
セ
』
と
言
い
習
わ
し
、

伝
承
さ
れ
て
き
た
名
が
『
嘉
瀬
』
と
結
論
付
け
、
『
嘉
瀬
』
は
津
幌
で
も
占
い
方

の
部
落
で
あ
る
と
『
誇
り
』
た
い
。

中
世
ま
で
文
献
に
も
出
て
こ
な
か
っ
た
『
嘉
瀬
』
の
地
名
で
は
あ
る
が
、
消
え

る
こ
と
な
く
『
語
り
部
』
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
嘉
瀬
と
一
云
う
名

の
『
語
源
』
・
解
名
を
困
難
に
し
た
原
因
は
、
東
Ｈ
流
を
浸
略
統
一
し
た
久
慈
弥

四
郎
こ
と
大
浦
為
信
が
、
東
日
流
古
来
か
ら
記
録
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
占
文
沓

を
、
焼
却
し
去
っ
た
こ
と
に
も
一
因
し
て
い
る
。

姓
の
源
流
は
、
古
く
は
地
竺
■
一
睡
因
す
る
も
の
と
、
高
句
麗
・
百
済
新
羅
、
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